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はじめに

平成 18年 11月 16日・17日に，京都大学宇治キャンパス内 化学研究所共同研究棟大
セミナー室において第 4回「異常気象と長期変動」研究集会を開催した．主催者は，渡部
雅浩 (北海道大学大学院地球環境科学研究院助教授)で，向川均 (京都大学防災研究所助教
授)，木本昌秀 (東京大学気候システム研究センター教授)，及び，余田成男 (京都大学大学
院理学研究科教授，京都大学 21世紀COEプログラム「活地球圏の変動解明–アジア・オ
セアニアから世界への発信–」拠点リーダー)が共催した．また，本研究集会の実施には，
京都大学防災研究所研究集会 (18K-01)「異常気象の予測可能性と気候の変化・変動」，戦
略的創造研究推進事業 (CREST)「階層的モデリングによる広域水循環予測」，京都大学防
災研究所一般共同研究 (17G-02)「夏季の日本付近の異常気象・台風襲来と熱帯循環との
関連性，及びその予測可能性」からの補助を受けた．

本研究集会は，平成 15年 10月に京都大学防災研究所において実施された平成 15年度
京都大学防災研究所特定研究集会 (15S-3)「対流圏長周期変動と異常気象」の第 4回目と
して位置づけられるものであり，近年の異常気象の実態把握，異常気象を含む長期変動の
メカニズムと予測可能性の解明を目的に，毎年定期的に開催することが計画されている．
今年度の研究集会には，全国の大学や，気象庁及び，研究機関や一般企業の研究者など 76
名が参加し、2日間で 39件の発表が行われた．

講演では，最新のアンサンブル予報システムを用いた実験的再予報の結果，アンサンブ
ル予報システムにおける初期摂動作成法を改良することにより赤道域における初期摂動
の生成に成功した研究成果，平成 18年豪雪や平成 18年初夏の豪雨などの異常気象をもた
らした原因に関するデータ解析結果，季節予報や大気海洋結合系に関する数値実験結果，
積雲対流も表現しうる超高解像度全球モデルを用いた数値実験結果，さまざまなテレコネ
クションパターンに関する理論的解析的研究，成層圏-対流圏結合系の予測可能性に関す
る数値実験及びデータ解析の結果，予測可能性に関する理論的研究，地球温暖化に伴う大
気循環変動に関するモデル予測の解析結果，成層圏が対流圏に及ぼす力学的効果に関する
データ解析，中高緯度における大気海洋相互作用に関する観測結果やモデル実験の結果な
ど，非常に幅広い分野から大変興味深い研究成果が報告された．

各研究発表では 15分間の講演時間を確保できたため，学会とは異なり，それぞれの新
しい研究成果をもとにした熱心な議論や，研究者間の率直な意見交換が活発に行われた．
さらには，年々，大学院生などの若手研究者の研究発表数も増加しており，若手研究者育
成という観点からも，このような研究集会をこれからも毎年定期的に開催していくべきで
ある考える．

興味深い研究発表と，熱心な討論を行って頂いた参加者全員にこの場をお借りして感謝
申し上げたい．

渡部 雅浩
向川 均
木本 昌秀
余田 成男
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